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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・11月3日創立記念写真撮影について

日　時：11月3日（火）

時　間：1回目～集合：9時15分　撮影：9時25分

2回目～集合：10時　　　撮影：10時10分
場　所：南山苑前（小雨決行）
対象者：全職員（パート・非常勤を除く）※私語厳禁

＜第6回院内研修＞
日　時：10月20日（火）・21日（水）　17：15～18：15
場　所：メンタルケア病棟3階会議室

テーマ：「感染対策（インフルエンザ・ノロ）」

講　師：感染対策委員会 委員長　成田 春佳Ns
＜書類等の作成及び点検について＞
『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア
・中村　与一郎様～来所してすぐにスタッフへ話し掛けがある。今朝、グループホームで入浴中に自身の財布から7千円盗られたと話し、同グループホームの特定利用者様（豊川　明男様）の行動が変であり、部屋に入り取ったのではないかと疑っている。部屋を施錠していなかったとの事で不在にする際は施錠を勧めている。以前、就労先で15万円亡紛失した事も「職場の人が盗る訳ないですよね。これではっきりしました。」と言い、前回の件も豊川様を疑い、苛々感を訴えて「暴力はダメですよね。しません。」と話している。会話中、周囲のスタッフや叔父へ迷惑をかけたと涙ぐむ様子もあり、自分を責めないように伝えている。その後グループホーム世話人より電話があり、上記の内容の情報提供があり、状態変化の際は情報提供する事としている。本人が特定相談員に電話しているが不在であり、対応した青明舎の特定スタッフへ「見ていないから分からない。」と言われた事に「人としてどうなのか。気持ちを分かってもらいたかった。」と不満を言い、苛々していると言う。思いを傾聴すると、主治医面談でも上記の内容を相談するとの事。主治医面談後は幾分表情穏やかになり、不満の訴えは聞かれず、仲の良い利用者様と帰宅時間までコミュニケーションを図って過ごしている。
・山本　真智子様～エアロビに参加しているが、体調不良を訴え途中退席している。症状を確認すると眩暈があると言い、個室で休養している。休養後は幾分軽減したとの事だが、就労先でも体調を崩す事があると言う。午後の体力測定には意欲的に参加している。参加後、ロッカー室にて大声で泣いており声掛けをすると「脳みそがおかしい感じ。すぐ忘れるし。カピカピになっている。」と返答があり、恐怖感で泣いてしまったとの事。話を傾聴し、そのような事はない為安心するように伝えると徐々に落ち着いている。

デイナイトケア
・繁名　和恵様　～表情に活気ない様子で、来所するなり、「幻聴でお腹が痛くて、イライラする。」と一方的に話しており、スタッフから話し掛けてもお構いなしに話し続けている。「今、朝の薬飲んだばかりだから、10時になったら薬飲む」と話しているため、今から薬を飲むことを決めずに症状に応じて服用するか決めるように伝えると頷いている。10時、便が出たらスッキリした、痛みも良くなったと話している。10：45幻聴がありリスペリドン1P服用。その後は、不調の訴え聞かれず、各プログラムに取り組んでいる。
・小野寺　ノリ様～青風荘より情報提供あり。夕食は1/2摂取、ある程度食べると箸を置いているが、20時の嗜好品は摂取、朝食は3/4摂取している。本日のデイナイトケアでは、昼食は口にご飯を入れるが噛み続けており、飲み込む様子が無いため口の中の食べ物を出している。その後、栄養補助飲料200mlを勧めると全量摂取している。余暇時間には居眠りなく、テレビを観て過ごしている。不調の訴えは聞かれず、各プログラムに参加している。
ショートケア
特記する利用者様はおりません。
